
は　じ　め　に

3法則という簡単な法則から出発して，エネルギー保存則，運動量保存則，

角運動量保存則，落体の公式などすべてを導き出していく．本書ではさら

に，力の法則も，実験事実，観測事実から導き出されるものとして導入し，

天下り的に与えられたものではないことを強調している．古典力学は現代

の物理の中でもっとも取り付き易いものであるので，物理学とはどのよう

な学問であるのか，物理学ではどのような考え方をするのか，といったこ

とを学ぶのに最適である．このために大学では初めに力学を学ぶのである，

大学の力学では高校では，物理と切り離されていた微分積分が大活躍す

る．もともと微積分は力学に使うためにニュートンが発明したものだから，

力学で微積分が活躍するのは当然なのである．微積分やベクトルをはじめ

とする数学は物理学においでは物事を記述する言語の役割をしていて，必

需品である．微積分の物理への適用に慣れてもらうということも，大学で

の力学学習の理由である．力学で微積分に慣れることが，以後電磁気学を

はじめさらに進んだ物理学を学習して行くのに必須である．そういうわけ

であるので，「力学？そんなものもう知っていて，今さら習いたくないよ」

などといわずに，大学での力学を学んで欲しい．本書がその際に活用され

れば幸いである．
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索　引

0章
歴史　と意義

物体の間にはたらく力とそれによる運動との関係を調べるのが力学（Ine－

cllanics）である．力学は，物理学のなかでもとくに基礎的な分野といえる．

日常生活では，物体のさまざまな運動を経験する．また，天体や人工衛星

の運動のように，地球から離れた空間での連動もある．これらを統一的に

理解し，制御・予測することを可能にするのが力学である．

運動の特別な場合として静止状態を扱い，静止を続けるための力の釣合

い条件などを議論するものを静力学（statics）といい，運動を主として議論

する動力学（kinetics）と区別することが多い．静力学はギリシャ時代以前

から発達し，てこの原理などが古くから僚われていた．動力学も長い歴史

をもつが，近世になり初めて正しく定式化された．近代科学の典型として，

力学の基礎が確立されたのは，ニュートン（Ⅰ．Newton）が1687年に出版し

たrプリンキピア（Principia）jにおいてである1）．ケプラー（J．Kepler）

やガリレオ（GalieoGalilei）の先駆的仕事をもとに，質量や力の概念が導入

され，運動の3法則が提出された．よって，本書で議論される力学は，し

ばしばニュートン力学とよばれる．また，量子力学と対比させて，古典力

学（classicalmechanics）とよばれることも多い．

18世紀になると，力学を，ニュートンの方程式ではない別の出発点から

定式化しようとする試みがなされるようになった．この流れの中で，ラグ

ランジュ（J．L．1agrange）は，1788年著者『解析力学』において一般化

座標を導入し，ラグランジュの運動方程式を与えて力学を大きく進展させ




